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¡覚えやすく使いやすい

¡マルチビット・スティミュラス、ジッ
タ、アイ・ダイアグラム、および不正
信号領域を定義するアイ・マスクなど
を使用した、マルチギガビット信号に
おけるデバイス間干渉の解析

¡ IBISモデルまたはHSPICE獏モデルでの
シミュレーションがますます簡単に使
用可能

¡表皮効果および誘電体損失など伝送線
路の損失効果を正確にモデリング

¡周波数依存性のビア・モデリング

¡ディファレンシャル・インピーダン
ス、およびディファレンシャル終端の
最適化を含めた、ディファレンシャル
信号のシミュレーションおよび解析

¡直列、並列、並列交流、ディファレン
シャルなど各種終端を使用した、
Terminator WizardTMによる最適な終端
方法を推奨

¡放射解析および配線電流解析の両方
で、EMCエラーが発生しそうな箇所
を早期に観測可能

¡主要なPCBレイアウトや配線ツールと
の互換性

特長：

エッジレートがますます速くなっている今日のICは、低速周波

数で動作するPCB設計にも高速効果による弊害をもたらします。

ドライバICスイッチが速くなるにつれて、オーバー／アンダー

シュート、リンギング、グリッチング、クロストーク、タイミ

ングなどの問題による信号劣化がますます多くの基板に影響し

てきます。信号劣化が深刻な場合は、基板のロジックにエラー

が発生することもあり、優れた設計に思える基板も機能しなく

なります。

プリ・レイアウト解析LineSimTM、および配線後解析BoardSimTM

を備えたHyperLynxTMEXTは、周波数が約500MHzまでの信号を

もつ設計を対象としています。高速回路では、損失効果（表皮

効果および誘電体損失を含む）やビア・モデルがますます重要

になってきています。HyperLynx GHzバンドルは、このような

全ての効果をモデル計算し、ギガビット／秒レベル、SERDES

搭載設計の特別なニーズに対応する機能を提供します。

概要

レイアウト前の初期段階からレイアウト後の検証段階まで全て

の設計過程を通して、HyperLynxにより高速PCBの問題に対応

することができます。基板設計では、早い時期に問題を解消す

ることが最も重要です。初期段階での対処は費用がかからず、

他のソフトウェアを習うときのように研修に何週間も時間をか

けることもなく効果的に結果をだすことができます。また、レ

イアウト、プロトタイプ、実験室での検査段階の繰返しを回避

し、最初から正しい基板設計を作成することを実現します。ハ

ードウェア技師、PCB設計者、シグナル・インテグリティ専門

家などがチームの一員としてHyperLynx EXTまたはHyperLynx

GHzを同じように利用することが可能で、試験所でオシロスコ

ープやスペクトラム・アナライザを使用するよりも簡単に作業

することができます。

シグナル・インテグリティと EMC 解析のためのツー
ルをすべて完備

HyperLynx GHzは、プリ・レイアウトおよび
ポスト・レイアウト段階でのシグナル・イン
テグリティ、クロストーク、およびEMCの
解析ツールがバンドルされたパッケージソフ
トを提供します。

HyperLynx GHz D  A  T  A   S  H  E  E  T






